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表紙イメージについて TGF-β 存在下で培養して上皮間葉移行（EMT）が誘導さ

れた口腔扁平上皮がん細胞を E-cadherin（緑）と vimentin（赤）に対する抗体で

染色したもの（青は核染色）。左下の画像は TGF-β 受容体の細胞外領域（黄色と

オレンジ）を抗体の Fc 領域（グレー）に融合した Fc 融合タンパク質が TGF-β
リガンド（水色）をトラップしている現象を表している。このイメージは

Takahashi et al., 2020 が掲載されている Journal of Biological Chemistry 誌のカバー

となった。（https://www.jbc.org/content/295/36.cover-expansion）  

 



3 
 

             目     次      

                 ページ 

はじめに 4 
スタッフから 6 
メンバー（2020 年度） 9 
OB・OG メンバー 10 
メンバーからの挨拶 11 
OB・OG メンバーからのメッセージ 17 
原著論文・総説・書籍  
    原著論文 20 
    総説・書籍 23 
学会発表  
    国際学会および集会 24 
    国内学会および集会 27 
特許権等知的財産権 34 
プレスリリース 35 
アルバム 36 

 
 



4 
 

はじめに 
 
「5 年後はどのようになっていたいですか？」 
この質問は私が 2015 年 7 月に東京医科歯科大学に着任して、硬組織病態生化学

分野の皆さんに訊いた質問です。 
 
皆さんの夢を聞きながら、私自身も「5 年後になっていたい自分」や「5 年後

にこの分野がどのようになっていて欲しいか」をいろいろとイメージしていま

した。自分自身については、一部のイメージは実現していますし、多少違った方

向に進んでいる部分もありますが、分野については良い方向に進んでいるので

はないかと考えています。それは、この分野が私が実現したい２つの夢に向かっ

て着実に前進しているからです。 
 
私は 1990 年から 2000 年までのアメリカへの留学期間中に、学位を取得して

ポスドクを 4 年間行いました。この 10 年間の研究生活は私のサイエンスの核に

なっていると思っているのですが、それ以来日本で研究室を持つことになった

ら、「わくわくするサイエンスをしたい」そして「若い人たちにとって楽しめる

研究室にしたい」と考えていました。分野で現在行われている研究は、私にとっ

てわくわくするものばかりですし、若い学生さん達の笑い声が居室から聞こえ

るたびに「良いラボで幸せだな」と思います。 
 
このような分野となっているのは、学生の皆さんが日々研究に邁進してくれ

ているからですが、それを支えてくれているスタッフの皆さんのおかげと心か

ら感謝しています。横山先生と井上（Kasia）先生は、私が着任したときに分野

にいてくださって、ずっと一緒に研究室の運営を支えてくださいました。横山先

生からは、豊かな生化学の知識と研究室運営におけるきめ細かい配慮にいつも

勉強させていただいています。Kasia 先生は、学生さん達の中に良く溶け込んで

いてくれて、たくさんのプロジェクトをどんどんとこなしていくパワーに感心

しています。小林先生は 2019 年 5 月から合流してくれて、私たちの研究に新た

な風を吹かせてくれました。実験に対する真摯な態度と高い技術に皆が良い影

響を受けていると思います。また、技術補佐員の内藤さんと寺澤さんにも、高い

技術で研究室をいつも働きやすく快適にして頂いて感謝しております。 
 
また、本研究室をご退職ならびにご栄転で異動された皆様の力なしには現在

の分野の形はなかったと思います。2018 年 3 月に退職された粂井先生は幅広い

知識をお持ちで、本学歯学部の伝統をいろいろと教えて頂きました。2019 年 5



5 
 

月に新潟大学へとご栄転された吉松先生とは 10 年以上の長いつきあいで、東京

大学の宮園研で血管・リンパ管研究を立ち上げた頃から、高い技術とハードワー

クをもって数々の業績をあげてくれて、東京薬科大学での腫瘍医科学研究室そ

して本学でも血管グループの立ち上げの中心になってくれました。今でも国内

外の研究者と共に共同研究でお世話になっています。また、2017 年に技術補佐

員として勤務して頂いた松田さんや、当分野を修了・卒業した学生の皆さんにも

感謝しています。 
 
さて、それでは現在の分野が自分がイメージする理想の研究室かというと、こ

れまで自分自身が在籍したUCLAのWitte labや東大の宮園研を思い出すにつれ、

まだまだ道半ばであると思います。もちろん比較した研究室における『PI（教授）

のレベルが違う』ということは理解しています。これまで師事した UCI の Ken 
Cho 先生をはじめ、Witte 先生や宮園先生などは業績だけではなく人間性も含め

て尊敬するところしかなく、今でも目標にできる先生方に巡り会えたことは本

当に幸運だったと感謝しています。これからも理想の研究室を目指して、分野の

皆さんと前を向いて進んでいきたいと思います。 
 
最後に、2020 年に起こった大きな変化について書かせてください。2019 年 12

月に小さなニュースとして始まった新型コロナウィルス感染症（COVID-19）は

あっという間に全世界に拡大しました。この感染症で苦しまれた方々にはお悔

やみ申し上げるとともに、現在でも感染症の収束に向けて努力している医療従

事者の方々には深い敬意を払っています。この感染症拡大が我々に与えた影響

は、短期的な自粛だけではなく、ウィズコロナ時代における新しい生活様式そし

てアフターコロナ時代（いずれ来ると信じています）においても継続するだろう

社会構造と考え方の変化などと多岐にわたっています。このような変革期にお

いては、柔軟に生き方を変容させて進化できる集団でないと生き残ることは困

難かと考えています。ただ、自分自身が大事にしている原則をぶれずに持つこと

は大事であり、最近は学部や全学の仕事もさせて頂いていますが、「わくわくす

るサイエンスができる環境にしたい」「若い人たちにとって楽しめる社会にした

い」という 2 つの原則にいつも立ち返りながら、これからも尽力していきたい

と思います。 
 
これからまだ混沌とした日々が続くかもしれませんが、あなたは 
「5 年後はどのようになっていたいですか？」 
 

2020 年 12 月 渡部 徹郎                     
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スタッフから 

 
横山 三紀 
 私は 2001 年から東京医科歯科大学の硬組織病態生化学分野に所属しています

[2004 年から助教授（准教授）]。渡部先生に初めてお目にかかった時に、硬組織

病態生化学分野だけでなく、歯学部、大学にも新しい風をもたらす方だと感じた

のを覚えております。分野の看板の中心に、「病態」を位置づけ、その軸に基づ

いて研究の進め方から研究室の運営までをひとつひとつ着実に構築されてこら

れたこの 5 年間だったと思います。一方で、しっかりとした軸があればこその、

多様性を取り入れた柔軟な研究の場を作られたと思います。新しいステージに

到達できるかもしれない、という予感と希望をもって日々研究をおこなえる環

境に感謝しています。 
私は生化学の中でも構造生物学よりの、分子（タンパク質）の姿形に興味を持

っています。「立てば芍薬座れば牡丹歩く姿は百合の花」という言葉があります

が、「どのように立っているのか、または坐っているか」がそのタンパク質の機

能に重要ではないか、という立場です。坐っている例として注目しているのが

Claudin-11という分子で、立っている例として現在研究を進めているのは LAMP-
2/LAMP-1 という分子です。 
Claudin-11 の関連から、顎顔面外科学分野からの大学院生と口腔がんでの

Claudin-1 の研究をおこない、病理標本やがん細胞の運動性評価などそれまで縁

の無かったことから多くのことを学びました。 
LAMP-2/LAMP-1 はリソソームによる細胞内分解反応を制御していると考えら

れている分子です。LAMP-2/LAMP-1 の「立ち姿」を明らかにすることにより細

胞内分解を制御するメカニズムに迫りたいと考えています。また歯周病分野の

大学院生と方々とリソソームについての研究を進めてきましたが、リソソーム

による分解反応の制御の破綻は病態につながるので、顎口腔外科学分野からの

大学院生と口腔がんの病態における LAMP-2 の関与の研究に挑んでいます。 
 
Katarzyna Anna Inoue 

I have become a member of the Department of Biochemistry; I would say, almost 
instantly. I used to be “an old member of a new lab”, at which Watabe Sensei had been 
appointed to the Professor position. If I look back at these last five years, I find them very 
challenging. There were new people, staff members and the students as well as plenty of 
new things to learn in terms of science and management. Challenging, but fruitful five 
years, I would say. 
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Science… During last five years, I have learned a lot, learned about TGF-β, cancer 
biology, in vivo experiments… I would find plenty other things that were new to me and 
still are, but this is how the life of a scientist looks like. We keep on studying, exploring 
and trying to overcome the problems we face. These last five years from scientific point 
of view were very productive. I have had a chance to participate in several studies that 
were successfully published during this period, but among those, the last two papers 
accepted in 2020 I remember the most. These are “Targeting all transforming growth 
factor-β isoforms with an Fc chimeric receptor impairs tumor growth and angiogenesis of 
oral squamous cell cancer” published in Journal of Biological Chemistry and “Activation 
of β2-adrenergic receptor signals suppresses mesenchymal phenotypes of oral squamous 
cell carcinoma cells” just recently accepted in in Cancer Science. Why? Because they are 
two must-publish articles with my two doctor course students whom I was taking care of 
since the very beginning of their studies. Such achievements make you feel happy. 
Staff members and students… During the last five years the lab was getting bigger and 
bigger since there were new people joining the lab. I had a chance to work with nice and 
smart persons, each one was bringing something special to the whole lab. There were also 
more and more students to take care of. Many of them were also directly working with 
me, became the members of the cancer group. I would like to thank all former and present 
members of my group. Thanks for your support and for doing a good science! We started 
from three people (including myself), but now we have seven members. We, “cancer 
group” grew strong! (laugh).  
Management… This is another challenging part of the last five-year history. New tasks at 
university level and many new tasks at the lab. I remember the first big “mission 
impossible” which was the reorganization of the whole lab at TMDU at the beginning of 
2016, to welcome the members of the previous Watabe Sensei’s lab at Tokyo University 
of Pharmacy and Life Sciences. It was a huge logistic undertaking that required fixing of 
floor plans, dealing with administration office as wells as getting in touch with small 
moving company. At first, I felt I was thrown in at the deep, but with a kind help of other 
lab members it was done!  
I find these five years full of opportunities and full of challenges. These five years can be 
the best described by this fragment from “The Winner Stand Alone” by Paolo Coelho: 
“Life has many ways of testing a person’s will, either by having nothing happen at all or 
by having everything happen all at once.” Yes, many things happen at once or I would 
say, in these five years. Hope for another bunch of good things or new experiences to 
come. 
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小林 美穂 
私は 2019 年 5 月の令和の始まりとともに、硬組織病態生化学分野において助

教として活動を始めさせていただきました。以前は、東北大学加齢医学研究所の

佐藤靖史 教授（現：東北大学未来科学共同研究センター 教授）の元で血管新生

のネガティブ・フィードバック制御因子である Vasohibin-1 の研究に従事してお

り、渡部教授や渡部教授の研究グループとは、その頃から血管生物医学会を通し

て繋がりを持たせていただいておりました。このようなご縁があり、現在は渡部

教授の研究グループの一員として研究・教育活動を進めさせていただいており

ますが、私のこれまでの研究活動において初めての領域である転写制御シグナ

ル伝達や分化転換制御研究に加わることは、学ばなければならないことがとて

も多いながら、とてもエキサイティングな研究だと楽しみながら進めさせてい

ただいております。更に、懐の深い渡部教授の勧めで、以前どおり Vasohibin-1
の研究にも従事させていただいております。以前の研究をそのまま進められる

ということには大変感謝しており、このおかげで今年の 10 月には Angiogenesis
誌より論文を出すことができました。この論文を出せるまでには、他のグループ

からのスクープによりリジェクトされるなどの様々な困難がありましたが、修

士 2 年生の若林くんや修士 1 年生の藤原さんが、短い期限の中とても頑張って

手伝ってくれたおかげで、このような良い成果を得ることができました。現在従

事している研究のテーマは、TGF-β による EndMT 誘導のための Key regulator の
探索や EndMT 抑制を呈する化合物の探索、Exosome と EndMT との関連などを

含む EndMT 研究と共に、Vasohibin-1 の生物学的役割についての研究も進めさせ

ていただいております。抱えているプロジェクトが多く、大変なこともあります

が、これからも渡部教授のご指導の元、いま何を重点的に進めることが大事なの

かを念頭に学生さん達と研究を楽しみながらきちんと成果を得て行けるように

頑張りたいと思います。最後に読んでいただいている皆さんへ、渡部教授が大事

にしている「良い繋がりをもつと、色々な良いことが生まれる」というメッセー

ジを贈らせていただきたいです。私が今ここで研究を進められているのも、この

「繋がり」のおかげです。コロナ禍真っ只中である 2020 年はこれまでとは違っ

た方法での繋がりが求められていますが、それ故に Web を使った繋がるための

新しいツールが盛んに有効活用されています。このような新しいツールを使っ

ていると、ただ待っているのではなく自ら進んで行動しなければ何も得ること

ができないということが顕著になってきていると感じます。モジモジしていて

も何も始まりません。「現状を打破したい」「こんなに面白い結果が出たことを誰

かに伝えたい」「とにかく愚痴を聞いてもらいたい」こんな時には、昔はよく飲

みに行ったものでしたが、暫くは我慢するのではなく新しいツールを使ってコ

ミュニケーションをとりながら楽しく研究を進めて、あわよくば協力を得られ

る繋がりの獲得を期待してみるのも良いのではないでしょうか。 
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メンバー 

 
渡部 徹郎  Tetsuro Watabe, Ph.D.   教授 
横山 三紀  Miki Yokoyama, Ph.D.  准教授 
井上 カタジナ アンナ  

Katarzyna Anna Inoue, PhD. 助教 
小林 美穂  Miho Kobayashi, Ph.D.  助教 
 
高橋  和樹  Takahashi Kazuki        大学院生（博士課程 D4） 
榊谷 振太郎  Shintaro Sakakitani  大学院生（博士課程 D4） 

（顎口腔外科学分野） 
児玉 晨吾  Shingo Kodama   大学院生（博士課程 D4） 

（大阪大学大学院口腔外科学第一教室） 
井神 優太  Yuta Ikami             大学院生（博士課程 D3） 

（顎口腔外科学分野） 
高橋  瞳    Hitomi Takahashi  大学院生（修士課程 M2） 
若林  育海  Ikumi Wakabayashi       大学院生（修士課程 M2） 
斎藤 万樹  Maki Saito     大学院生（修士課程 M1） 
藤原 花汐  Kasio Fujiwara         大学院生（修士課程 M1） 
勝又 寿枝  Hisae Katsumata   学部生（東京薬科大学 4 年生） 
三木 詩織  Shiori Miki       学部生（東京薬科大学 4 年生） 
 
寺澤 和恵  Kazue Terasawa   
内藤  恵   Megumi Naito   技術補佐員 
 

※ 職、学年は令和 2 年 4 月を基準に記載 
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OB・OG メンバー（当分野から卒業・修了・退職・異動した順に記載） 

 
岡本 勇人   Yuto Okamoto        2016 年 3 月修了（東京薬科大学） 
米山 和樹   Kazuki Yonemaya 2016 年 3 月修了（東京薬科大学） 
田中 智美   Tomomi Tanaka        2016 年 3 月修了（東京薬科大学） 
槙原  千嘉   Chika Makihara        2016 年 3 月修了（東京薬科大学） 
Rajapakshe Mudiyanselage Anupama Rasadari Rajapakshe  

2016 年 9 月修了 
松田 恵魅 Megumi Matsuda 2016 年 9 月退職 
大出 貴資   Takasi Ode        2017 年 3 月修了（歯周病学分野) 
金   垠志   Kyonju Kim        2017 年 3 月修了（東京薬科大学） 
富澤 泰志   Yasushi Tomizawa 2017 年 3 月修了（東京薬科大学） 
前田 健太郎 Kentaro Maeda        2017 年 3 月修了（東京薬科大学） 
東  天晟 Tensei Azuma  2017 年 3 月卒業（東京薬科大学） 
稲川  諒彦   Akihiko Inagawa        2018 年 3 月修了 
松田  匠源   Takumi Matsuda        2018 年 3 月修了 
粂井  康宏  Yasuhiro Kumei  2018 年 3 月退職 
高橋  直也   Naoya Takahashi        2019 年 3 月修了 
吉松  康裕  Yasuhiro Yosimatsu     2019 年 5 月異動（新潟大学） 
加藤 佑治  Yuji Kato  2020 年 3 月修了（歯周病学分野） 
山本 大介  Daisuke Yamamoto 2020 年 3 月修了（顎顔面外科学分野） 
紀室  志織  Shiori Kimuro  2020 年 3 月修了 
高山  莉那  Rina Takayama  2020 年 3 月修了 
 
  



11 
 

メンバーからの挨拶 

 

高橋 和樹 

当分野には 2017 年 4 月 (外部研究等を含めると 2014 年 4 月~)から在籍してお

り、現在は東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 硬組織病態生化学分野

の博士 4 年です。当分野に所属する前は、2014 年 4 月から東京薬科大学生命科

学部の 4 年から東京薬科大学大学院の修士 2 年までは東京薬科大学腫瘍医科学

研究室に所属しており、東京医科歯科大学硬組織病態生化学分野へは外部研究

生として所属していました。 
現在の研究テーマとして、私は現在 TGF-β による運動・転移能亢進と細胞増

殖抑制という相反する二面性に関連性があるのか、またどのような機序でがん

悪性化を亢進させるのかについて研究しています。さらに、Fc 融合タンパク質

による TGF-β を標的とした新規治療薬の開発を行っています。来年以降も大学

に残って研究を続けていくため、実験の技術や知識だけでなく教員として必要

な技術や能力を身につけていきたいです。 
皆さんへのメッセージですが、研究しているとイメージしていたより結果が

出なかったりと辛いことや大変なことが多いですけど、その大変さを突破した

先に研究の楽しさがあると思いますので、結果が出なくても挫けずに地道にコ

ツコツと頑張ってください。 
 

榊谷 振太郎 

2018 年 4 月からお世話になっている顎口腔外科学分野 博士課程 4 年の榊谷

と申します。広島大学歯学部歯学科を卒業し、臨床研修後、顎口腔外科学分野に

入局いたしました。一年次は歯学部附属病院にて、診療に携わり、二年次より硬

組織病態生化学分野で卒業研究を行う機会を賜りました。私は口腔がんの悪性

化を制御する新規因子の機能解析をテーマに研究を行っております。EMT を選

択的に阻害する低分子化物に関する論文の投稿が終わり、現在 EMT を誘導する

新規転写因子に関する研究を進めております。こちらにお世話になった頃は右

も左もわからない赤子のような状態でしたが、研究技術だけでなく、効果的な資

料作成の仕方やプレゼンテーション方法に至るまで懇切丁寧にご教えていただ

きました。 
今年は新型コロナウイルス感染症の蔓延により、例年とは異なる環境下での

研究となりましたが、皆様より暖かいご支援をいただき大変感謝しております。

残り少ない研究生活となりましたが、日々精進して参りたいと思っております

ので、引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 
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児玉 晨吾 

 私は、大阪大学歯学研究科 第一口腔外科に所属していますが、2020 年 4 月よ

りこの硬組織病態生化学分野の研究室にお世話になっています。 
私は博士課程 4 年生になりますが、これまでは口腔癌を含め臨床業務に主に

携わってきたので、研究に関してはほとんど素人でした。 
さらに私が東京に来た頃は、まさに COVID-19 感染拡大の時期であり東京に来

たものの研究室に入れず自宅待機をするという不安が大きいスタートになりま

した。しかし、渡部教授を初めとして、研究室の皆様が温かく受け入れてくださ

り、また懇切丁寧にご指導下さったおかげで、スムーズに研究生活に入ることが

できました。 
私の研究テーマは、「TGF-β を標的とした Fc 融合タンパク質の作用」です。

様々な新薬が登場している現在においても、口腔癌治療は外科手術に頼るとこ

ろが大きく術後の患者さんの QOL の低下は著しいものとなっています。この研

究テーマは、新たな治療薬として口腔癌治療において有効性示す可能性があり、

これまで患者さんの苦しみを見てきた私にとっては、臨床的意義も高く、関心を

もって研究に取り組むことができました。 
ここで過ごすのは 1 年間という短い期間ですが、素晴らしい方々に恵まれた

ことで、研究はもちろん様々なことを学ばせて頂いています。私は、来年度より

再び臨床医として患者さんのために働き精進していきたいと考えていますが、

ここで学んだことは今後の人生に必ず活きてくると考えています。 
 

井神 優太 

 2019 年 4 月からお世話になっております、博士課程 3 年の井神優太と申しま

す。東京医科歯科大学歯学部歯学科を卒業し、臨床研修を経て、顎口腔外科学分

野に入局致しました。医局では主に口腔がん治療に携わっており、卒業研究に関

しては渡部研で行う運びとなりました。 
現在は横山先生のご指導の下、「口腔がんの浸潤におけるオートファジーの役

割」というテーマで研究を進めております。臨床の現場からすると、口腔がんの

浸潤、転移は非常に大きな脅威です。少しでも研究を通して、その脅威とオート

ファジーとの関係を解明出来たらと考えながら、日々精進している次第であり

ます。 
在籍当初は基礎研究についての知識は殆ど皆無でありました。しかし、今では

CRISPR-Cas9 System を用いてオートファジー関連因子のノックアウトによる、

口腔がん細胞の挙動が変化することに面白さを感じる程にまでに至りました。

それも全て、一から丁寧にご指導頂いております、渡部研の皆様のご助力があっ

ての事でございます。皆様に少しでも恩返しが出来るよう、一所懸命に努力する

所存でありますので、今後ともご指導ご鞭撻の程、何卒宜しくお願い申し上げま

す。 
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高橋 瞳 

 2018 年 4 月からお世話になっております修士課程 2 年の高橋 瞳と申します。 
硬組織病態生化学分野に所属する前は、東京薬科大学の生命医科学科に在籍し

ていました。元々、東薬に進学した理由ががんについて研究したいという思いで

あったことから、学部 1 年の時に当時、東薬で教鞭を執られていた渡部先生の

腫瘍医科学ゼミに所属させて頂きました。そのご縁で特別外部研究生として硬

組織病態生化学分野で卒業研究を行わせて頂き、修士課程より正式に分野に所

属して学部生時代に引き続き「TGF-β ファミリーメンバーを標的とした新規 Fc
融合タンパク質の開発」というテーマで研究を行ってきました。現在は、これま

でに作製してきた Fc 融合タンパク質を改良して副作用を軽減できるような薬剤

を開発することを目標に研究を進めています。がんは副作用により治療継続が

困難となることが少なくないことから、副作用が少ない薬剤を開発していくこ

とは重要な課題であり、その課題解決の土台となる基礎研究に自分が携わらせ

て頂いている事を大変嬉しく思います。ここまで研究を進めることができたの

も、渡部先生やグループリーダーの井上カタジナアンナ先生をはじめ、分野の皆

様のご指導の賜物です。この場をお借りして深く感謝申し上げます。 
私事ですが、がん領域に強い企業の臨床開発モニターに内定しており、来年度

からは研究から遠ざかってしまいますが、ここで学んだことを新薬開発の臨床

試験の場で活かしていきたいと考えています。 
長い道のりのように感じていた研究室生活も残すところ半年を切りましたが 

引き続き、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。 
 

若林 育海 

 2018 年 4 月からお世話になっております、東京薬科大学大学院生命科学研究

科修士課程 2 年の若林育海と申します。東京薬科大学生命科学部に入学し、初

年度に当時同大学の教授でした渡部先生のゼミに所属していました。渡部先生

の異動がありゼミ生であった時間は短かったのですが、卒業研究の配属先を決

める際に先生からお声をかけていただき、当分野への所属を希望しました。現在

は、多様な疾患の悪性化因子である血管の EndMT を制御する因子の同定と新規

治療法の開発につなげることを目的とした研究に携わらせていただいています。 
研究室生活ではたくさんのご指導をいただきながら、学生思いの先生方や優し

い先輩方、頼もしい後輩に囲まれて充実した日々を過ごせています。残りの期間

で少しでも研究に貢献できるよう精進いたしますので、引き続きご指導ご鞭撻

を賜りますよう何卒よろしくお願いいたします。 
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齋藤 万樹 

2019 年 4 月からお世話になっております修士過程 1 年の齋藤万樹と申します。

東京薬科大学で医科学を学び、卒業研究を行うにあたり外部研究生として当分

野に所属し、2020 年度に東京医科歯科大学大学院修士課程に進学致しました。

現在は渡部先生、井上カタジナアンナ先生、博士課程の高橋さんのご指導の下、

口腔がん細胞における TGF-βシグナルによる細胞周期と運動能の制御について

研究を行っています。 
様々な研究背景を持つ先生方や、臨床経験のある歯学部の学生が集まる当分

野で研究活動を行う中で、新しい知識や観点を身に付け、日々成長を実感して

います。今後も研究室で学んだことを生かし、ライフサイエンスの発展に貢献

する人物になるよう努力したいと思います。引き続き、ご指導ご鞭撻を賜りま

すよう宜しくお願い申し上げます。 
 
藤原 花汐 

 2019 年からお世話になっております修士課程１年の藤原花汐です。こちらに

お世話になる前は、生命科学を専攻していました。 
現在、TGF-β 依存性上皮間葉移行・内皮間葉移行におけるエクソソームの役割の

解明や Vasohibin1 が誘導する血管安定化の分子機構の解明、分泌型 Vasohibin1 が

チューブリンの脱チロシン化に対する作用の解析をテーマに研究を行っており

ます。内皮細胞が分泌するエクソソームと EndMT の関係は不明であり、これら

の関係を解明することは新規治療法につながると考えられます。また、vasohibin1
の Tubulin Carboxy Peptidase 活性による血管安定化機能に注目することで、腫瘍

血管を標的とした新規治療法の確立が期待されます。 
渡部先生や小林先生をはじめとした先生方や先輩方には多くのご指導をいただ

き、日々成長を実感しており、大変感謝しております。また、硬組織病態生化学

分野では、様々なバックグラウンドを持つ方が在籍しており、日々刺激を受ける

ので、そのような環境に身を置けることに喜びを感じております。引き続きご指

導をよろしくお願い致します。 
 
勝又 寿枝 

 硬組織病態生化学分野、５周年おめでとうございます。この５周年という節目

の年に共にお祝いできること、とても嬉しく思います。私は現在、東京薬科大学 

生命科学部 生命医科学科の 4 年生であり、この分野には 2020 年の 4 月から外

部研究生として卒業研究を行っております。この分野に所属する前は、東京薬科

大学にて疾患やメカニズムを学んでおりました。現在の研究テーマは、“TGF-β
が誘導する EndMT におけるミトコンドリア外膜ユビキチンリガーゼ MITOL の
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役割の解明”として研究を行っております。来年度からは東京医科歯科大学 大
学院生として所属することになり、良い研究結果がでるように日々切磋琢磨し

ていく所存です。最後に、渡部教授をはじめとしたたくさんの方々が作り上げて

きた硬組織病態生化学分野を、さらに発展できるようにこれからも努めて参り

ます。 
 
三木 詩織 

当分野には部活の先輩が進学していたことと、自分の祖父が肺がんで亡くな

ったことをきっかけに分野の研究内容に興味を持ち、外部研究生として学部 4 年

から一年間卒業研究を中心に活動をさせていただいています。卒業研究では口

腔扁平上皮がん細胞の NEM と 3A 細胞を用い、EMT や上皮がん細胞の運動・転

移能に何らかの関与があると考えられる膜タンパク遺伝子 CLMP の機能につい

て研究しています。当初はこのまま研究を行うために進学しようと考えていた

のですが、遺伝性疾患やがんの患者さんと実際に接する遺伝カウンセラーを目

指すことにしました。今年度はコロナの影響もあり、4 月から研究室に来て研究

を行うことができませんでしたが、その 4,5 月中もバイオサイエンスを学ぶ機会

を与えてもらい、自大学では経験できないことをたくさん教えて頂き感謝して

います。ピペットを持つことは今後なかなかできなくなると思うので、卒業まで

実験を頑張っていこうと思います。 
 
寺澤 和恵 
 私は農林水産省食品総合研究所での勤務を経て 2007 年より硬組織病態生化学

分野の技術補佐員を務めました。2020 年春定年退職し、現在はリベロセラ株式

会社に所属しています。 
現在の研究テーマは「拡張遺伝暗号を用いて部位特異的に導入した人工のアミ

ノ酸を利用して、タンパク質間相互作用を解析する新規技術の開発」です。ター

ゲットのタンパク質に部位特異的に人工のアミノ酸を導入し、人工のアミノ酸

の光架橋性等を利用してタンパク質分子の細胞内での有り様を探る新しい方法

の確立を目指しています。横山先生と共に難しいテーマに挑戦を始め 2 年、少

しずつですが実験の結果が蓄積してきて期待と緊張感に満ちた日々を過ごして

います。有力なタンパク質間相互作用の解析ツールを開発するべく精一杯力を

尽くしたいと思っております。 
恵まれた研究環境で実験を続けさせていただける貴重な機会を与えて下さった

渡部先生はじめスタッフの方々に深く感謝しております。コロナ禍の困難な状

況下でも、真摯に研究に取り組まれる先生方や学生さんと共に研究室に身を置

けることを光栄に存じます。 
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内藤 恵 

2017 年 4 月から技術補佐員として勤務させて頂いております。 
大学を卒業してからは臨床検査技師として検査会社に就職しましたが、その

会社から千葉大学の研究室に派遣され、そこで検査と研究に携わっていくうち

に、もっとこの仕事がしたいと思い検査会社を退職し、そのまま研究室でおよそ

10 年間勤務いたしました。その後は何年間かのお休みを経て、東大で 4 年間、

こちらで 4 年間お世話になっております。長い間技術補佐員として勤務してき

ましたが、まだまだ自分の技術は足らず、先生方にご指導いただきながら日々過

ごしております。あとどのくらいの期間お役に立てるかわかりませんが、最後ま

で頑張りたいと思っております。 
渡部先生および貴分野におかれましては、益々のご発展をお祈りしておりま

す。 
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OB・OG メンバーからメッセージ 

 
粂井 康宏 

硬組織病態生化学分野には 2000 年 2 月から 2018 年 3 月まで講師として在籍

していました。当時の研究テーマは、生命体の低重力応答：個体、細胞、分子レ

ベルの系統解析となり、現在は社会人大学院生の臨床系学位論文支援をしてい

ます。 
現在の室員の皆さんには、with コロナで色々と制約があって大変な時代です

が、頑張ってほしいと願っています。 
 

吉松 康裕 

 当分野には 2016 年 7 月から 2019 年 4 月まで講師として在籍していました

（2016 年 7 月～2018 年 3 月の分子細胞機能学分野からの出向を含む）。所属し

ていた時の研究テーマは、VEGF および BMP9 依存性腫瘍血管新生の役割、がん

悪性化における腫瘍血管新生誘導因子の役割、血管およびリンパ管内皮細胞に

おける内皮間葉移行のメカニズム、口腔がんの転移モデルにおける定量化解析

法、などとなります。 
 現在は多くの時間を新潟大学医学部の学生の教育に割いていますが、少しず

つ研究へ割くエネルギーと時間を増やしたいと考えています。 
 現在の室員の皆さんへのメッセージですが、最初に分野に在籍していた学生

たちのおかげで、現在では些末なことに煩わされず思う存分に研究できる環境

が整っていると思います。先輩たちに感謝しつつ、新しい発見に挑戦してくれる

ことを願っております。 
 
前田 健太郎 

 硬組織病体生化学分野において 2016 年 7 月～2017 年 3 月まで、東京薬科大学

大学院腫瘍医科学研究室からの外部研究生という形でお世話になった。当時は

「内皮間葉移行（EndMT）における転写因子 Ets2 の機能解析」というテーマを

頂き研究に没頭した。実験の手数を打つタイプであり、研究費と成果の cost 
performance は高かったとはいえない。それでも、思う存分研究をさせてくださ

った、渡部徹郎先生、吉松康裕先生には心より感謝をしている。ハードに trial and 
error を繰り返すことでしか培われない思考力や実行力を身に付けることができ

る期間であった。現在第一三共株式会社という製薬会社で MR をしている。2020
年 4 月よりかねてより目標としていた大学病院担当の役割を担うこととなった。

意外にも営業と実験は似ている。顧客の情報を集め、ﾆｰｽﾞにマッチした情報提供
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を行うことは、実験結果を考察し、新たな実験を実施することと近い感覚である。

入社当初は大学院時代とは全く違う世界に来てしまったと思っていたが、思考

力や実行力は確実に生かされている。現在仕事の楽しさや厳しさを満喫できる

のも大学院時代にご指導いただいたお陰である。 
 COVID-19 禍で実験や学会での情報収集活動等、制限が多いとは存じますが、

ご自身の健康を最優先に、硬組織病体生化学分野の皆様の更なるご活躍を祈念

しております。 
 
加藤 佑治 

 2016 年 11 月から 2020 年 3 月まで博士課程大学院生として在籍しました。私

は歯周病学分野の大学院生でしたが、硬組織病態生化学分野にて、 Autophagy に

おける LAMP-2 アセンブリの役割をテーマに研究をさせて頂きました。この研

究活動を通して、現在の歯科を含めた医学の根幹を担っているエビデンスがど

のようにして紡がれているか、また疾患の病態や治療を考える上でのミクロの

視点を学ぶことができました。生体の基礎的な部分に触れることができた学び

は今後歯科医師として臨床に携わり、疾患の治療や予防を行っていく上での大

きな糧となっております。 
 現在、私は東京医科歯科大学歯学部附属病院にて医員として臨床業務に当た

っております。現代の歯科医療の発展を学び実行しながら、同時に未だ多くの課

題が山積している事を痛感しております。 
 室員の皆様は現在も研究活動に邁進されていることと思います。その中で現

在ご自身の取り組まれているテーマが将来的に医療に対してどのように貢献す

るかを意識されると、それが如何に意義のある事なのかを再確認できるのでは

ないでしょうか。今後の皆様の益々のご活躍を祈っております。 
 
紀室 志織 

 2017 年 4 月から 2020 年 3 月まで 3 年間在籍していました。最初の 1 年間は東

京薬科大学から外部研究生として、その後 2 年間は修士課程として 2 年間所属

し、主にリンパ管内皮細胞における内皮細胞の性質維持機構について研究させ

ていただきました。また、一部の血管内皮細胞における研究にも携わることがで

き、貴重な研究生活を送らせていただきました。現在は、臨床開発モニターとし

て、中枢神経領域の治験に携わっています。 
研究室の皆様におかれましては、COVID-19 の感染拡大により、先を見通しづら

い状況ではありますが、ご自愛のほど心よりお祈りしております。 
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高山 莉那 

 2017 年 4 月から 2020 年 3 月まで東京薬科大学 学部 4 年生（外部研究生）な

らびに東京医科歯科大学 医歯学総合研究科 修士課程大学院生として在籍しま

した。在籍当時は、悪性黒色腫の進展における IL13Rα2 の機能解析をテーマに

研究していました。現在は、2020 年 4 月より臨床開発モニターとして勤務して

います。 
 現在の室員へのメッセージです。2019 年 1 月 1 日、新年を迎えた日、論文が

accept されたと連絡を受けたことを今でも鮮明に覚えています。自身が研究室で

確立をした「ノックアウトシステム」を用いて実験を懸命に行い、それが認めら

れた瞬間に感じました。あの時の辛く、きつく、苦しい、けれども達成感とやる

気に満ちた時間を過ごせたことは、これからの歩む人生における糧になると思

っております。このような経験ができたのも、先生方のおかげだと思います。本

当にありがとうございました。末筆ではありますが、硬組織病態生化学分野の

益々のご発展をお祈り申し上げます。 
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プレスリリース  

β2 アドレナリン受容体シグナルの活性化が、がんの悪性化を抑制することを発
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